
 

令和 6 年 11 月 20 日(水) 14:00～15:00 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…ハピネのやわらぎ西川津 

サービス種類…小規模多機能型居宅介護 

会議開催日…令和 6年 11月 20日 

開催場所…やわらぎ西川津・玄関ホール 

出席者 

事業所 3人 利用者 0人 

利用者家族 1人 地域代表者 2人 

松江市職員 1人 包括支援センター 0人 

知見を有する者 0人 その他（ボランティア） 0人 

議事 

活動状況報告 

10月                 11月 

3日 誕生日会 8日 大戸屋昼食 

11日 手作り昼食 8日 誕生日会 

第 4週 コスモス見学 12日 出雲空港ドライブ 

30日 由志園の旅 13日 菊花展 

31日 一畑電車の旅 21日 一畑電車の旅 

  22日 手作り昼食 

  29日 トランペット演奏会 

 

利用者状況  

10月 登録   16名（男性 0名 女性  16名） 平均介護度 2.6 

   通い利用    14名  のべ     267回 

   泊まり利用   10名   のべ    120回 

   訪問利用    3名  のべ      60回  

     新規利用      0名     

   利用終了    2名 

     入院者数   1名  

     

11月 登録     18名（実人数：男性 1名 女性 17名） 平均介護度 ？（予定） 

       通い利用   15名    のべ   243回  （予定）   

  泊まり利用   9名    のべ    115回  (予定)  



   訪問利用     5名    のべ     56回   (予定)   

   新規利用    4名   

   利用終了    0名 

   入院者数   1名   

 

議題 

運営状況の報告・長期泊りの方・活動報告他・やわらぎ松江北について 

 

運営状況 

10月 

終了：要介護 1の方、サービス付き高齢者住宅へ入所にて、利用終了。 

   要介護 4の方、高血糖・意識障害のため、入院。その後、長期入院可能な病院へ

転院されたため、利用終了。 

11月 

新規：要介護 3の方、玉造病院を退院され、利用開始。 

   申請中の方、在宅生活困難なため緊急対応として、利用開始。 

   要介護 3の方、松江生協病院退院され、利用開始。 

   申請中の方、松江利用センターを退院され、利用開始予定。 

 

長期泊まりの方 

長期泊まり利用者  11/20現在 1名 

介護者が入院されたため、11月中は連泊での対応。 

 

活動報告 

気候の良い時期になってきたため、10月より外出行事を多く取り入れた。利用者様 

に多く参加していただけるよう、コスモス外出や菊花展などは、何度も足を運んだ。 

 

外部評価について 

職員によるアンケート結果を報告。運営推進会議参加の皆様に、次回の運営推進会議 

までに、外部評価を記入して頂くように依頼。 

 

やわらぎ松江北について 

いつでも再開できるように準備はしているが、利用者確保が課題。再開となれば、 

職員体制について、会社全体の異動を行い調整可能。 

 

意見交換 

事業所：気候も良くなってきたことから、多くの外出行事を行い、利用者様に楽しんで

頂いた。また、今年は畑作りに力を入れ、カカシや看板の設置も行った。小学生の下校

に合わせて行っている見守り隊では、小学生の皆さんにも声を掛けていただき、利用者 

様にも笑顔が見られるようになっている。 



民生委員様：見守り隊の継続は、大変助かっている。カカシを作られたことで、小学生

が、「やわらぎさん」の前で足を止めている様子を良く見かけるようになった。公民館

でも、イルミネーションを開始する。今後は、高校生が行う地域創生活動との連携等が

図っていければ、と思っている。※お菓子作りを一緒に行うなど。 

家族代表者様：臨機応変に利用変更を受け入れてもらっていて、助かっている。今後も、

介護負担が少なくなるように援助してほしい。外部評価の記入が大変。もう少し簡素化

出来るように、なれば良いと思うが。 

市役所様：熱心に事業所運営されている様子がわかり、安心している。見守り隊への参

加は、取り組みの一つとして他の運営推進会議で紹介させていただいている。 

今後も、地域行事への参加を継続していただきたい。外部評価は大変ですが、事業所が 

より良い方向へ舵をきるためにも必要であるため、行政として協力をお願いしたい。 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  

 


